
注 文 書

契約番号 ２０２６０００８８４

業 務 名 令和８年度市有林（間伐・作業道作設）業務

業務場所 大崎市岩出山地域上東昌寺沢地内

履行期限 令和９年２月１日

添 付 書 類

１．特 記 仕 様 書

２．参 考 明 細 書

３．位 置 図



（別紙）

仕 様 書

（間伐事業）

第 1 共 通 事 項

(1) 委託契約に基づき，適切な施行計画を立て施業の適期を失わないよう留意し，

施業効率の増進に努めながら事業を実施すること。

(2) 事業実施に当たっては，林地保全に努めるとともに，特に火災の予防に万全の

措置を講ずること。

(3) 事業着手及び完了の都度，担当市有林巡視員に連絡すること。

(4) 施行写真は，下記のとおり整理すること。

① 事業地の全景，部分及びその他必要箇所を着手前と完了後に区分し，同一箇

所を撮影すること。

② 伐採した材を搬出して土場に出している写真を撮影すること。（１林班 1枚）

なお，撮影の際は，次の事項を記入した黒板（６０ｃｍ×４５ｃｍ以上）を写

し込むこと。

イ 事業地 ロ 事業種 ハ 撮影年月日 ニ 事業量

ホ 位 置 ヘ その他必要事項

写真は台紙に整理し，必要に応じて余白に説明を記入すること。

（5） 事業実施に先立ち，コンパス等により事業区域を測量すること。

(6) 仕様書及び施行地等に疑義が生じた場合には，監督員の指示に従うこと。

第 2 施 行 方 法

(1) 搬出間伐

① 間伐率（本数率）はおおむね４０％（材積率２７％未満）とし，造林木について

は次のものを対象に，残存木の分布が林分内で偏らず均等となるよう伐採すること。

イ 病害虫の被害木，衰弱木

ロ 被圧木

ハ 曲り木

ニ 並の木（密度調整上やむを得ないもの）

ホ 雄花着花量の多い木（花粉症対策）

② 伐採は，なるべく低い位置から伐倒して掛り木のまま放置しないこと。また，造林

木に巻きついているつる類は切断し，できる限り取り払うこと。

③ 伐倒木は梢端部まで丁寧に枝を払うこと。

④ 利用可能な伐採木は，材の価値が有利となるよう曲がりや長さに配慮して造材する

とともに，山土場又は搬出路まで搬出し集積すること。造材した材については，樹種，

径，長さごとに数量を管理すること。



⑤ 木質バイオマスチップ用として元口１３㎝以下の材（長さ２ｍ程度）を分けて集積

すること。

⑥ 搬出する材積は，別紙明細書のとおりとする。

⑦ 利用できない伐採木は，必要に応じて後続作業の支障にならないよう玉切りするこ

と。

ただし，美観等の保持を要する箇所又は急傾斜地で転落等により伐採木が施設，道

路及び河川等へ影響を及ぼすおそれのある箇所については，玉切りを行い転落等のな

いよう集積又は固定すること。

⑧ 残存木に対しては損傷を与えないこと。

⑨ 造林地内の介在する雑木等については，特に監督員の指示があるもの以外は伐採す

ること。

⑩ 完成後は，次により標準地調査を行い間伐率（本数率）を確認すること。

イ 標準地の面積 ２００ｍ2

ロ 標準地の箇所数 １施行地（林小班）当たり１か所以上とする。

（作業道作設）

第 4 共 通 事 項

(1) 委託契約に基づき，適切な施行計画を立て施業の適期を失わないよう留意し，施業効

率の増進に努めながら事業を実施すること。

(2) 事業実施に当たっては，林地保全に努めるとともに，特に火災の予防に万全の措置を

講ずること。

(3) 事業着手及び完了の都度，担当市有林巡視員に連絡すること。

(4) 施行写真は，事業地の全景，部分及びその他必要箇所を着手前と完了後に区分し，同

一箇所を撮影すること。

なお，撮影の際は，次の事項を記入した黒板（６０ｃｍ×４５ｃｍ以上）を写し込む

こと。

① 事業地 ② 事業種 ③ 撮影年月日 ④ 事業量

⑤ 位 置 ⑥ その他必要事項

写真は台紙に整理し，必要に応じて余白に説明を記入すること。

（5） 事業実施の後に、コンパス等により事業区域を測量すること。

(6) 仕様書及び施行地等に疑義が生じた場合には，監督員の指示に従うこと。

第 5 施 工

(1) 幅員

幅員(有効幅員)は３ｍとする。（全幅員：４．５ｍ）
(2) 伐開

伐開前に，伐採者及び機械運転手は現地を踏査し，地形・地質・障害物等の状況を十

分把握すること。支障木の伐採は，林地保全上や風の通り道にしないこと．また林地生



産力の確保を配慮し必要最小限とすること。さらに線形の変更に柔軟に対応できるよう

大きく先行した伐採は避け，林地への影響を最小限に抑えること。切取法頭の立木は，

根の緊縛力により法面の安定が期待できることから可能な限り伐採しないこと。

(3) 土工

土工は，林地への影響を最小限に抑え壊れにくい構造，かつ間伐等がし易いように，

切土高・盛土高ともに低くなるよう配慮すること。

① 切土

切土高は，伐開幅及び掘削土量の抑制の観点から，１．５ｍ以下の直切りを基本と

し，これにより難い場合は，土質及び切取高さに応じて法面勾配を決定すること。な

お，崖錘地帯での路網開設は避けること。

② 盛土

盛土の基礎部分は掘削及び敷均により水平にし，盛土の滑り出し防止を図ると共に，

盛土の基礎部分以外の地山においても地山の段切り等の必要な措置を講じ，盛土の崩

壊防止に努めること。

（ｱ）盛土は，表土層を剥いだ心土を利用し，原則として一層当たり，３０ｃｍ毎に盛り

立て，バケットにて十分に転圧しながら積み上げ，締め固めを行うこと。

（ｲ）転圧は，クローラによる転圧を十分に行い，路肩部分についても安全に配慮しつつ

クローラの向きを路線方向斜めに向けて転圧すること。

（ｳ）盛土材料は切取土を利用するが，表土は，多くの有機物や種子を含んでいることか

ら，盛土材の敷均しの際，法面側に配置することにより，盛土法面の早期緑化を期待す

る。そのため，土砂掘削の際，可能な限り表土部分とそれ以外に分けることが望ましい。

なお，盛土法面が長くなる場合は，丸太組工法等による簡易な構造物を設置すること

により，法尻の安定を図ると共に伐開幅及び盛土法長を抑えることができる。

（ｴ）横断勾配が３５°以上については丸太積み工法を法尻に設置して土留めすること。

（ｵ）急斜面で法面が礫のみや路肩の強度が保てない場合は，路肩補強用の丸太組を施す

こと。

(4) 排水処理

① 路面水の処理

路面洗掘の原因となる雨水の流下水量等は，集水面積，流下延長，縦断勾配，横断

勾配及び土質（路盤）等に左右される。このことから路線設定に際しては，これらを

踏まえて「波形縦断勾配」を利用した「尾根部排水」を基本とし，必要に応じて間伐

材を利用した「木製路面排水工」等を設置すること。

（ｱ）尾根部排水箇所は，谷川（排水側）に崩壊等がない場所を設定すること。また，必

要に応じて丸太や植生マット等により路肩等の浸食防止を図ること。

（ｲ）尾根部排水箇所の横断勾配は，原則として水平とすること。

（ｳ）尾根部排水間隔が１００ｍを超える場合，または，中間排水が必要な場合は，縦断

勾配に応じて次により排水箇所を設定し，こまめな分散排水を行うこと。



（ｴ）水平区間等危険のない場所で，横断勾配の谷側をわずかに低くする排水方法を採用

する場合は，必要に応じて丸太等による路肩浸食保護工や植生マット等で盛土法面の

保護措置に努めること。

（ｵ）排水は，カーブ上部の入口部分で行うこと。また，排水箇所には必要に応じて「木

製路面排水工」を設置し路面水の誘導を図ること。

（ｶ）切土法面等からの少量の湧水等が認められる場合は，路面へ流下させないよう「素

掘側溝」等により排水箇所への導水を行う。また，湧水による路盤への影響が懸念さ

れる場合には「木製横断開渠工」を設置し，谷側への排水を行うとともに，必要に応

じて「路面工（C-40:t=0.10m）」を施工すること。
（ｷ）木製横断開渠工を設置する場合は，横断方向に対して約３０～４０度斜めに設置し，

排出部には洗掘防止として現場発生の根株・岩石等により「水たたき」を設置する。

(5) 簡易構造物

① 土留工等

（ｱ）盛土法長が長くなる場合は丸太組土留工により補強を行う。また，切土部で崩れや

すい土質や崩れやすい箇所にも，丸太組土留工により補強を行うこと。

（ｲ）路肩の補強・路面材の安定化・轍の防止として行う場合と法尻の土砂を止める場合

は，役割を使い分けし丸太構造物を行う。その際丸太組構造物は，安定勾配を確保し

て丸太の腐朽とともに自然植生を回復させる目的に用いる考えが基本であり，残土に

よって埋土するように行うこと。設置箇所については，盛土勾配が１割２分で摺りつ

かない場合に法尻に丸太組構造物を行うこと。

第 6 暴力団等の排除について

(1) この契約の履行期間中に大崎市入札契約暴力団排除措置規則（平成２５年６月１日

施行。以下「排除規則」という。）の措置要件に該当すると認められたときは，契約

を解除することがある。

(2) 本市から指名停止の措置を受けている者にこの契約の全部又は一部を下請負させ，

若しくは受託させてはならない。また，この契約の下請負若しくは受託をさせた者が，

排除規則の措置要件に該当すると認められるときは，当該下請契約等の解除を求める

ことがある。

(3) この契約の履行にあたり暴力団員又は暴力団関係者等（以下「暴力団員等」という。）

から不当要求又は妨害を受けたときは，速やかに警察への通報を行い，捜査上必要な

協力を行うとともに，発注者へ報告すること。また，この契約の下請負若しくは受託

をさせた者が，暴力団員等から不当要求又は妨害を受けたときは，同様の措置を行う

よう指導すること。

なお，暴力団員等から不当要求又は妨害を受け，適切に警察への通報，捜査協力及

び発注者への報告が行われた場合で，これにより，履行遅延等が発生すると認められ

縦断勾配 0～3％未満 3～5％未満 5～12％未満 12％～
排水間隔 必要に応じ 60～80ｍ 30～40ｍ 20ｍ程度



るときは，必要に応じて，工程の調整又は履行期限の延長等の措置を講じる。

第 7 その他留意事項

(1) 作業には危険が伴うので，労働災害防止に万全の措置を講ずるものとする。

(2) 本業務における下請負，資材調達は，出来る限り大崎市内の企業を活用するよ

う努めること。

(3) この仕様書により難い場合は，発注者選任職員と協議を行い，その指示に従う

こと。

(4) 平面測量（１/5,000）の成果を野帳とともに納品すること。






















